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本
醫
の
著
盏
フ
エ
ル
デ
イ
ナ
ン
ト
•
ツ
ワ
イ
クC

F
e
r
d
y
g
n
d
z
w
e
i
g
)

は
ボ
ー
ラ
ン
ド
'の
ク
ラ
カ
ウ
大
學
の
經
濟
學
の
敎
授
で
あ
り
、
 

既
tl
l
一
三0

著
作
に
衣
つ
て
世
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
.や
ぅ
で
あ
る
が(

課)

私
自
身
.は
從
來
彼
に
就
い
て
殆
ん
ど
知
る
所
力
な
い

.
0
ツ
ヮ
イ
ク
に
は
次
ぎ
，の
如
き
著
作
が
あ
る
。

(

1
ノ
 

Die vierSysteme der NationalSkonomie, Universalismus N
a

cf;onalfsmils-Liberalisis-sozialismus, Berlin 1932.

ン.Economics.of Consumers* Credit, L
o
n
d
o
n

 1934.

本
書
は
次
ぎ
の
四
つ
の
內
容
か
ら
な
る
。
f

、S

技
術
的
進
歩
の
.分
析
的
研
究
、

技
術
的
失
業
に
對
す
る
補
償
の
問
題
に
關
す 

る
理
論
的
硏
究
、
(3
)
技
術
的
迆
歩
の
极
源
と
制
限
に
關
す
る
社
會
學
的
硏
究
、
：及
び
(4
)
技
術
的
失
業
の
對
策
の
實
踐
的
硏
究
が
こ
れ
で 

あ
り
、
最
後
に
全
般
に
渡
る
籠
が
附
加
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
內
容
に
從
つ
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
本
書
の
主
內
容
は
技
術
の
進
步
と 

失
業
、
即
ち
技
術
的
失
業
の
硏
究
で
t>
る
と
見
做
さ
れ
得
る
も
の
、
や
ぅ
で
あ
る
。
し
.か
し
右
の
主
內
容
が
本
書
の
表
題
カ
旣
に
こ 

h
を
示
し
C
ゐ
る
や
ぅ
に
、
技
術
と
經
濟
と
の
關
聯
に
關
す
る
多
少
全
.般
的
な
見
•解
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
點
に
、
著
潜
の
努
力
が 
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S
6
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ー.西
，四

(

四
.又四

'' 

存
す
る
と
ー

25
:
.

つ
て
い
\

0

.

'
: 

.
•

私
は
左
に
_本
鬻
の
內
容
を
簡
單
に
摘
出
.し
て
、
先
づ
讀
者
0
參
考
に
供
し
度
い
0 

:
:

本
書
の
.第

1'

部
を
な
す
、
.技
術
的
進
步
の
分
析
的
硏
究
は
著
者
の
最
も
重
要
視
'す
る
所
，で
あ
つ
て
、
こ
の
部
分
は
本
書
全
體
.に
對

す

 

る
、
即
ち
技
術
と
經
濟
の
間
題
.ー
般
に
關
す
る
序
說
と
し
て
€>
;意

義

を

持

，
つ
；
て

ゐ

る

0 

.

ッ
ヮ
ィ
ク
の
見
解
に
從
へ
ば
、
技
術
は
人
口
、
人
間
の
.意
識
及
び
法
律
0
三
要
因
と
共
に
、
經
濟
學
が
當
然
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
非
經
濟
的
要
因
で
I

O
こ
の
非
經
濟
的
置
と
し
て
の
技
術
は
經
濟
的
變
化
：の
動
態
的
耍
因
と
し
て
‘重
要
視
さ
'れ
，な
け
れ
ぱ
な 

ら
な
い
。
即
ち
經
濟
及
び
-1
1
:會
坐
活
の
.發
浪
：の
全
過
程
は
技
術
的
進
步
の
所
產
で
ぁ
る
と
，考
へ
ら
れ
る
、
と
い
ふ
の
が
著
者
の
見
解
で 

ぁ
る
力
此
處
に
注
意
す
ベ
き
こ
と
は
、

.例

へ

ば

著

者

は

必

ず

し

も

唯

物

史

觀

に

於

け

る

技

術

の

：
意

.義

を

是

認

す

る

も

の

.で
は
な
く
、
 

そ
の
云
ふ
所
に
依
る
と
、
|技
術
は
最
高
の
も
の
亡
は
な
く
パ
そ
.の
.發
展
は
諸
社
會
の
經
濟
及
び
精
神
60
-
發
肢
に
依
存
し
て
ゐ
る
0
か

く
 

て
經
濟
の
動
態
的
要
因
と
し
.て
の
技
術
は
、
技
術
と
經
濟
の
發
展
'の
相
互
制
約
關
係
に
於
い
て
、
考
慮
せ
ら
る
べ
ぎ
も
の
と
せ
ら

1 

る
。蓉

著
は
特
に
技
術Q

概
念
を
詳
明
す
る
努
力
を
拂
つ
て
は
ゐ
な
>
い
が
、
經
濟
學
を
以
つ
て
財
に
關
し
て
人
と
人
と
の
關
係
を
論
す
る 

社
會
科
學
で
ぁ
る
と
做
す
に
對
し
て
、
技
術
學
を
以
つ
て
單
に
物
財
そ
の
も
の
、
相
瓦
關
係
を
論
ず
る
©:
'

然
科
學
で
ぁ
る
と
做
し
、ま 

た
最
大
且
つ
最
適Q

結
果
を
得
や
1

す
る
視
角
か
ら
*

財Q
物
理
的
並
に
蠢
的
諸
雙
を
論
ず
るQ

が
技
術
學
で
ぁ
る
と
考
へ
て 

ゐ
る
。
そ
し
て
技
術
の
.進
歩
の
囊
に
關
し
て
偶
ュ
そ
の
宏
ふ
.所
に
從
へ
ば
、
技
術
の
進
步
忙
依
つ
て
自
然
に
對
す
る
人
間
の
產
が 

增
進
し
、
同
時
に
自
然
に
對
す
る
人
間
の
從
屬
が
減
退
し
、
ま
.た
人
間
は
益
ミ
諸
種
の
障
害
I

克
服
し
、
且
つ
.
一
肝
大
に
し
て 

一
S

.
な
.る
仕
琪
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出
來
る
や
ぅ
に
な
る
。1
か
く
の
如
き
意
義
を
持
つ
技
術
的
發
展
は
(1
)
原
始
的
技
術
"

~

原
始
的
道
具 

っ
H

匆
質
^
戎
衍
|

職
場
道
具
.

(
w
o
r
k
s
h
o
p

 

tools 

a
n
d

 impr;eTn

§--ts〕

0
_時
代
、
(3
)

*

的

技

術

一

一

機

槭

の

時

代

に

區

別

せ 

ら
れ
、
V且
つ
こ
の
三
つ
.の
發
展
段
楷
は
各
々
，_そ
の
社
會
的
側
而
か
ら
見
れ
ば
、
.(1
)
集
團
で
は
な
く
し
て
個
人
の
技
術
、
(2
家
：

iL

經
濟
の 

技
術
、
(3
)
社
會——

分
業
的
に
.多
數
人
を
結
合
龙
る
エ
場
^

—

の̂
技
術
と
し
て
考
ぺ
ら
れ
る
。
'

更
ら
に
箸
者
は
一
般
に
技
術
的
進
歩
と
見
做
さ
れ
得
る
も
の
も
決
し
て
單
純
で
は
；な
ぐ
、：

.こ
，れ
を
明
か
な
ら
し.め
'る
た
め
に
技
術
的 

進
步
を
次
ぎ
0
三
つ
0:
場
合
に
區
別
し
て
考.へ
#:
る
と
做
し
て
：ゐ
る0
即
ち
(1
)
勞
働
生
產
ヵ
を
增
大
ず
る
場
么
ロ
、(2
)
生
產
物
の
質
を
改 

善
す
る
‘場
合
、
(3
)
新
し
き
.
從
來
#
せ
ざ
り
し
消
費
財
の
坐
產
を
可
能
に
す
る
場
合
。
こ
の
內
第
一
の
勞
働
坐
產
力
を
增
進
す
る
技
術 

的
進
歩
は(

一)

機
械
化
、
o

a
合
理
化
、〈

三)

産
業
心
理
學
、(

四)

產
業
組
織
の
.四
形
態(

鞋)

に
於
け
る
技
術
的
方
法
の
進
步
發
股
に

依
つ
て
實
現
せ
ら
れ
る
。 

,

註
呀
處
に
薺
若
の
：

K

ふ
合
理
化
と
は
技
術
的
半
段
の
改
货
、
或
は
機
械
化
を
伴
ふ
こ
と
な
く
し
て
勞
働
绀
產
カ
を
增
大
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、 

生
產
過
程
、或
は
作
橥
方
法
の
改
善
に
依
つ
て
達
.
.せ
ら
れ
る
も
の
を
意
味
す
る
。
こ
の
合
理
化
の
意
味
が
妥
當
か
否
か
は
暫
く
別
と
し
て
ほ 

此
處
に
注
意
す
べ
き
點
は
、
產
荣
心
理
學
的
W
踐
を
著
者
が
擧
げ
て.ゐ
る
こ
■と
で
あ
る
。
著
若
は
簡
寧
に
こ
れ
を
擧
げ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
そ 

.

.の
當
西
は
一
つ
の
問
題
を
耩
成
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

こ
.れ
に
次
い
で
著
者
の
指
摘
す
る
重
要
な
見
解
を
見
れ
ば
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
右
の
：勞
働
坐
產
力
を
增
進
す
る
技
術
的
進
歩
は
時 

に

？
げ§
1
。°3
.
& ge

m
p
l
o
y
m
e
n
t

を
惹
き
起
す
可
能
性
を
持
つ
が
、
こ
れ
に
反
し
て
新
消
費
財
の
生
産
を
可
能
に
す
る
技
術
的
進 

步

は
§
?,
&
o^.
c
al-
-

<

B
豸̂
p
r+
を
增
大
し
，
從
つ
て
雨
者
は
勞
働
市
場
に
對
し
て
全
く
相
反
す
る
影
響
を
持
つ
。

.

.以
上
簡
單
に
'示
し
た
も
の
が
、
ッ
ヮ
ィ
ク
の
謂
ふ
技
術
的
進
歩
の
分
析
で
あ
る
が
、

：

技
術
的
進
歩
の
內
勞
働
生
産
力
の
增
大
を
可
能 
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す
る
も
.の
が
最
も
軍
要
で
あ
り
、
且
つ
ま
た
生
產
過
程
に
於
け
る
機
械
化
の
發
展

.が
特
に
重
大
'で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
。

'

ぐ
'
:
.
.

」

,
”

.

.

.

, 

\

.生
產
過
程
に
於
け
る
機
械
化
の
發.展
が
技
術
的
失
業
を
生
む
可
能&
を
持
つ
と
考
へ
ら
ル
る'の
：で
あ
る
が
、
と
の
問
題
に
關
ず
る
理

論
的
研
究
は
本
書
第I

一
部
の
主
題
の 

一0

で
あ
る
。
こ
の
部
の
.他
の
生
題
は
技
術
の
進
歩
と
ぞ
の
所
得
分
配
に
及
ぼ
す
影
響
の
問
題
で 

あ
る
o 

' 

.

有
の
技
術
的
炎
業
の
問
題
に
關
ず
る
著
者
のS

,
的
■
度
は
凡
，そ
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る。
.
#は
究
極
補
償
說
か
、
勞
働
者
解
放
說
か 

に
答
へ
や
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
：彼
の
明
か
に
し
や
う
と
す
：る

.所
は
、
何
如
な
る
時
に
補|1
.が
行
は
れ
，る
か
、
如
何
な
る
事 

情
の
下
に
補
償
が
比
較
的
に
多
く
旦
つ
速
か
に
行
は
れ
る
か
、
ま
た
そ
れ
は
反
對
に
矶
#

な
る
場
合
に
比
較
的
に
員
少

で
あ
り
且
つ
緩 

慢
で
あ
る
か
に
關
す
る
理
論
的
分
析
的
硏
究
で
あ
る
。
從
つ
て
彼
の
侗
々
の
理
論
は
有
ゆ
る
場
合
に
絕
對
的
に
愛
當
す
る

も
の
で
は

な

ぃ
。

.

著
者
.が
技
術
的
進
步
に
依
る
技
術
的
失
業
に
對
す
る
補
償
の
行
は
れ
る
場
合
を
考
慮
せ
る
個
タ
の
理
論
は
*
別
に
特
異
な
も
の
を
含 

ん
で
ゐ
る
や
う
，に
は
思
は
れ
な
い
。
例
へ
ば
技
術
的
進
歩
の
速
度
、
或
は
生
產
物
に
對
す
る
需
要
の
彈
ヵ
性
の
大
小
等
の
考
察
の
如
き 

こ
れ
で
あ
る
•。
唯
だ
し
か
し
此
處
で
彼
が
、
補
償
の
行
は
れ
る
範
圍
と
し
て
、

(1
)
技
術
的
失
業
の
發
生
し
た
と.同
一
の
特
殊
生
產
部
門
、 

(2
)

1
國
民
經
濟
、
及
び(3
)
泄
坭
經
濟
の
三
方
面
を
區
別
し
て*
こ
れ
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
に
吾
々
の
一
考
に
價
す
る
。
そ 

し
て
特
に
彼
の
理
論
に
於
ぃ
て
カ
說
せ
ら
れ
る
の
は
、
(1
)
の
場
合
に
：は
需
要
の
彈
カ
性
の
大
で
ぁ
る
こ
と
、
(2
)
の
場
合
に
は
罾
ホ
殳
の 

增
進
と
經
濟
活
動0
自
由
の
程
度
の
大
な
る
こ
と
，(3
)
の
場
合
に
は
貨
物
、
勞
働
及
び
資
本
の
國
際
間
に
於
け
る
自
由
な
る
流
動
が
、 

各
々
技
術
的
失
業
を
償
ふ
こ
と
益
さ
大
で
ぁ
る
と
ぃ
ふ
點
で
ぁ
る
-°

こ
の
.理
論
的
考
察
の
後.に
、
著
者
は
歷
史
的
、
經
驗
的
基
礎
に
於
い
て
技
術
的
失
業
と
そ
の
補
償
の
問
題
を
取
り
擧
げ
て
ゐ
る
。

此 

處
で
彼
は
先
づ
經
驗
的
に
は
、
國
民
經
濟
內
に
於
け
る
補
償
の
問
題
は
資
本
の
增
火
、
人
口
の

.增
加
及
び
技
術
的
進
沏<D
速
度
の
大
小 

に
密
接
に
結
び
付い
て
ゐ
る

と
#

へ
る
。
そ
し
て
十
九
佌
紀
の
資
本
主
義
の
發
浪
は
、
資
本
主
義
の
發
展
に
重
大
な
關
係
を
持
つ
右
の 

三
つ
の
動
態
的
要
因
の
各
々
の
發
肢
に
依
つて、
技
術
的
失
業
の
問
題
を
淺
す
こ
と
な
く
、
且
つ
大
體
歐
洲
大
戰
に
至
る
.ま
で
の
經
驗 

は
十
ニ
分
の
補
償
說(the 

T
h
e
o
r
y

 

of compensation 61101 

even 

of cver-c

o'mpensation〕

を
支
持
す
る
や
う
に思
は
れ
たo

し

か
し
、
大
戰
後
の
經
驗
は
補
償
說
に
對し
て
必
ず
し
も
有
利
で
はな
い
。
勿
論
大
戰
後
の
吾

の々
經
驗
の
期
間
は
尙
ほ
余
り
に
短
く
は 

あ
る
が
。
然
ら
ば
補
償
說
を
不
利
と
す
る
大
戰
後
の
事
實
と
は
何
か
。
著

#
の
こ
れ
に
對
す
る
囘
答
は
、
先
づ
戰
爭
に
侬
る
巨
額
の
資 

本
の
喪
失
で
あ
り
、
次
い
で
獨占
、
國
家
的
千
涉
及
び
ア
ゥ
タ
ル
.キー
へ
の
傾
向
で
あ
り
、

更
ら
に
人
口
の
減
：少
傾
向
で
あ
る
。

■
右
の
帮
者
の
理
解
の內
、
人
口
の
減
少
傾
向
と
技
術
的
失
業
の
關
聯
に
關
し
て
は
恐
ら
く
讀
者
は
一
般
に
.奇
異
の
感
を
抱
か
れ
る
で 

あ
ら
う
。
し
か
も

こ
の
點
は
著
者
の
見
懈
に
於
け
る
一
つ
の
特
異
の
點
.で
.あ
つ
'て
.、
私
は
左
.に
そ
の
所
論
の
概
要
を
傳
ベ
て
置
か
う
と 

思
ふ
。

ッ
ワ
ィ
クQ.

見
解
に
從
べ
ば
、「

疑
ひ
も
な
く
人
口
の1增
大
は
一
方
勞
働
：の
供
給
を
增
加
し
，
且
つ
他
方
勞
働
の
需
要
を
增
加
す
る
。 

蔻
し
そ
れ
は
單
に
勞
働
市
場
に
新
勞
働
者
を
供
給
す
る
許
り
で
は
な
く
.、
ま
た
新
所
得
を
坐
產
す
る
新
經
濟
單
位
を
創
出
す
る
か
ら
で 

あ
る
。」

ま
た
彼
の
云
ふ
m
に
#

へ
ば
、

「

著
し
き
技
術
的
進
步
は
新
た
に
增
加
し
た
人
口
に
對
し
て
生
活
維
持
の
.菡
本
を
創
り
出
す
も
の 

で
あ
り
、

J
「

.新
た
に
人
口
の
增
加
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
は
新
し
い
消
費
者

1-
思
味
す
る
し
。
從
つ
て

「

人
ロ
の
自
然
的
增
加
は 

社
會
を
重
大
な
動
搖
か
ら
免
れ
し
め
る
た
め'CD
、
技
術
的
進
步
の
場
合
の
最
善
の
：安
全
瓣
で
.あ
る
。」

ま
た
經
驗
的
に
見
て
も
、
人
口
增 

加
の
著
し
か
り
し
時
期
は
通
常
繁
榮
の
時
期
と
並
行
し
て
居
り
、
且
つ
大
戰
後
失
業
苕
數

Q
.

相
對
的
に
大
な
る
處
は
過
去
數
十
部
に
波 

F
,
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一
. 
3
\

、四
八
八
ノ 

る
人
：ロ
0

自
然
的
增
加
の
減
少
し
.

つ
ふ
：あ
名
3:

業
國
で
あ
る

;:
0

:
,

,

,

::

.
:本
臀
笫
'~
:
部
の
後
半
は
旣
述
の
如
く
、
技
術.の
.進
.步
0
,所
得
分
配
に
對
す
.る
影
響
を
論
ず
る
も
ので
あ
る
が
、
そ
れ
は
賃
銀
、
地
代
、 

利
子
1
，利
潤
に
對
す
る
影
響
と..人
口
€>
職
業
權
成
の
：變
勤
、
即.ち
各
湔
階
曆
人
ロ.の
相
對
的
增
減
倾
向
へ
..の
影
響
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
。 

技
術
：

Q
進

歩

は

部

生

產

物

を

增

加

し

、

人

由

維

持

の

新

し

ぃ

基

礎

を

創

；り

出

す

：が

、
，
，：そ

れ

は

賃

銀

及

び

地

.代
を
引
き
下
げ
、
こ
れ
に反 

し
て
利
子
及
び
利
澗
を
增
大
す.る
。
技
術
的
進
步
が
貴
銀
を
引
き
卞
げ
る
，傾
向
社
(1
)
技
術
的
.失
業
の
可
能
性
.、g

高
賃
銀
の
場
合
に
は 

常
に
：機
械
に
俅
り
そ.勞
働
胬
が
代
置
せ
ら
れ
る
と̂
ふ
作
用
、：(3
)
熟
練
勞
働
者
の
：不̂

^
勞
働
者
に
.依
；る
代
置
等
の
事
實
に
依
存
す
る 

も
の
で
あ
り
、
且
つ
全
人
ロ
中
勞
働
人
口
は
相
對
的
に
減
少
し
、
勞
_
者
階
級
は
益
：々

ニ
つ
の
階
暦
、
即
ち
高
級
熟
練
勞
働
者
と
不
熟 

練
勞
働
者
人
の
分
離
が
：行
は
れ
る
。
こ
れ
等
何
れ
の
.事
情
も
勞
働
者
階
級
の
遝.命
.に
，取
.，
つ

て

は

正

：に

悲

觀

す

べ

：.き

狀

態

で

あ

岑 

な
.け

れ

ばな
ら
；な
い
.o 

'

•

私
は
旣
に
本
書
の
內
容
紹
介
の
，た
め
に
爾
數
令
多
少
多
く
.費
し
過
ぎ
た
や
ぅ
で
あ
る
が
ノ
以
下
本
書
第
三
部
以
後
の
生
要
な
點
だ
け 

を
觅
ら
に
簡
略
に
摘
出
し
て
置
き
度
い
と
思
ふ
。
' :
'

:

'

:

本
書
：第
三
部
は
著
者0
云
ふ
技
術
的
進
步
に
對
す
る
社
會
擧
的
硏
究
セ
.
あ
.
つ
て
、'
そ
の
主
要
問
題
は
技
術
的
進
步
の
.諸
倏
件
の 

と
そ
の
勞
働#
;

の
生
活
の.
意
識
的
方
面
と
彼
等
：の
社
會
生
活
に
對
す
る
影
響
の
問
題
を
含
ん

.

で
ゐ
る
0
.
し
か
し
前
者
の
問
題
が
遙
か
に 

.

重
要
視
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
ふ
ま
で
も
な
い
：

 

.
，

技
術
的
巡
歩
を
促
進
する
諸
：條
件
は( !
)

投
下
せ
ら
れ
ん
^
す
る
自
由.
*
本
の
存
在
量
の
.多
大
な
る
ご
.と
、
(2
)
勞
働
者
數
が
稀
少
であ 

り
、
目
-
つ

賃

銀

が

高

價

で

あ

る
：こ
士
、
(3
)
經
濟
的
、
軍
事
的
鬪
举
の
程
度
が
著
し
ぃ
こ
：と
等
.の
諸
事
情
に
#
す
る
0
此

處

.
に

著

者

の

擧 

げ
る
諸
條
件
中
軍«
抜
術
の
發
.展
0
經
濟
技
術
に
對
す
る
重.要
性
に
關
し
て
は>
從
來
多
ぐ
看
過
さ
れ
勝
ち
な
點
で
ぁ
.る
だ
け
に
多
少

注
目
に
價
ひ
す
る
。
し
か
し
罄
者
の.見
解
は
自
由
競
爭
の
範
圍
：の
：太
小
に
：集
中
さ
れ
て
居
り
、
.著
者
は
有
ゅ
る
形
態
の
维
调
の
下
に
枝 

術
的
進
步
が
期
待
せ
ら
れ
る
と
做
す
の
で
あ
る
が
、
他
方
技
術
的
進
歩
は
自
ら
集
中
、
獨
占
を
•
獨
占
が
更
ら
に
ア
ゥ
タ
ル
キ
ー
を
糜 

む
こ
と
に
依
つ
て
、
技
術
的
進
步
は
益
々
抑
制
せ
ら
れ
名
に
至
.る

と

考

ベ

ら

れ

、て

ゐ

る

。

：

本

書

第

四

部

，に

於

い

て

：
は

、

著

者

は

技

術

的

失

業

.の
對
策
と
し
：て
次
ぎ
の
諸
方
法
を
考
慮
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、

(1
)

技
術
的
發
展
の
方
向
と
速
度
の
調
整
。

S

所
有
の
民
主
化
O
.
C工
業
及
び
農
業
に
於
い
て

)

(3
)

勞
働
時
間
の
短
縮
。
婦
人
、
？兒
蜇
及
び
老
人
の
雇
用
の
制
限
。
.重
複
雇
用
ん
0
&
1
6 

6
|
1
0
7
1
1
1
|

の
廢
止
。

.(4
)

勞
働
及
び
資
本
市
場
を
し
て
ー
滕̂
ヵ
性
あ
ら
し
め
ノ
且‘つ
有
利
な
ら
し
^
る
と
と
。

(5
)

信
用
及
び
貨
幣
操
作
。
大
規
模
公
共
審
業
等0 

ノ 

：

右
の
諸
方
策
は
勿
論
全
般
的
、
具
體
的
事
情
を
充
分
考
慮
し
、
そ
の
上
に
相
對
的
に
そ
の
効
果
を
判
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
蒂 

紫
は
そ
の
個
々
の
方
策
に
就
い
て
觅
ら
に
所
見
を
詳
細
.に
し
て
ゐ
る
の
で

は
あ
る
が
、
私
は
此
處
では
、
そ

れ

は

多

少

私

一

人

の

.興

味 

に
片
寄
る
や
ぅ
で
は
あ
る
が
、
單
に
勞
働
時
間
の
短
縮
問
題
に
關
す
る
著
者
の
見
解
だ
け
を
見
る
こ
と

X
し
や
ぅ
。

'

勞
働
時
間
を
短
縮
し
て
、
そ
の
短
縮
せ
ら
れ
た
勞
働
時
間
部
分
を
失
業
者
の
就
業
に
當
て
る
場
合
に
、
著
客
は
ニ
つ
の
場
合
を
谣
別 

す
る
。
即
ち
、(

.一〕

勞
働
時
間
の
短
.縮
は
從
來
と
同
 

一Q

時
間
常
り
賃
銀
率
を
以
つ
て
行
は
れ
ゐ
場
合
、
即
ち
こ
，の
場
合
に
は
勞
働
客 

の
賃
銀
は
勞
働
時
間
の
短
縮
と
比
例
し
て
減
少
す
る
。

(

一
，一

)

勞
慟
時
間
の
：短
縮
と
同
時
に
時.間
當
り
賃
銀
率
を
引
上
げ
、
勞
働
者
の
所 

得
額
を
從
來
通
り
に
保.つ
場
合
。
前
者
の
場
合
に
は
失
業
の
負
檐
が
全
勞
働
者
に
負
荷
せ
ら
れ
る
こ
と
、
な
り
、
そ
れ
は
全
勞
働
客
の 

部
分
的
失
業
.の
-現
象
と
な
つ
て
現
は
れ
る
。
こ
れ
に
戾
し
て
後
者
の
場
合
に
は
失
業
の
負
檐
は
企
業
家
に
轉
嫁
せ
ら
れ
、
全
勞
働
客
は 
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四
九
〇) 

從
前
通
り
の
.：賃
銀
に
於
い
て
一
層
多
く
の
餘
暇
時
間
を
享
得
す
る
こ
と 
>

な
る
。
そ

.

し
て
こ

の
一
一
つ
の
場
八
ロ

は
共
に
實
行
可
能
で
あ
る 

が

、

特

に

.從

來

賃

銀

.が
髙S

場
合
に
は
前
漭
の
方
法
が
、
ま
た
利
潤
が
大
な
る
處
に
於
い
て
は
後
者
の
方
法
が
推
稱
さ
れ
得
る
で
あ
ら 

う
。
こ
れ
が
技
術
的
失
業
救
濟
方
法
と
し
て
の
勞
働
時
間
短
縮
に
對
す
る
著
者
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
勞
働
時
間
問
題
は
更
ら 

に
猿
々
な
る
點
を
蒋
慮
に
容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
兎
も
角
、
技
術
の
進
歩
、
從
つ
て
勞
働
坐
產
力
の
增
大
と
勞 

働
時
間
の
短
縮
と
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
、
何
人
も
學
ぶ
べ
き
一
見
解
で
あ
ら
う
。
'こ
れ
亿
關
聯
し
て
著
者
は
更
ら
に
次
ぎ
の
如
き
言 

葉
を
述
べ
て
ゐ
る
。「
資
本
家
的
制
度
に
於
け
る
勞
働
時
間
の
短
縮
は
著
し
き
技
術
的
進
步
の
時
期
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
安
全
瓣 

で
あ
る」

と
。
但
し
そ
れ
は
同
時
に
少
く
と
も
勞
働
者
の
所
得
が
低
下
せ
し
め
ら
れ
な
い
限
り
に
於
い
て
の
み
、
重
要
な
安
全
瓣
で
あ
る 

こ
と
を
附
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
o
: 

,
丨
•

以
上
諸
種
.の
技
術
的
失
業
の
對
策
を
檢
討
し
た
る
後
に
、
ッ
ワ
ィ
ク
は
こ
れ
等
諸
種
の
人
爲
的
方
策
に
比
し
て
自
然
的
方
策
の
遙
か 

に
永
續
的
で
あ
り
、
最
#
で
.あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
そ
の
所
謂
自
然
的
方
策
と
は
何
で
あ
る
か
。
彼
の
具
體
的
な
表
現 

に
從
つ
て
こ
れ
を
一K

ぺ
ば
、
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、そ
れ
は
國
民
經
濟
例
對
內
、對
外
關
係
に
於
け
る一

切
の
拘
束
と
制
限
を
撤 

囘
す
る
こ
と
‘で
あ
る
。
カ
ル
テ
ル
及
び
諸
種
の
獨
占
體
を
解
體
す
る
こ
と
は
そ
の
一
つ
で
あ

り

、且
つ
そ
れ
は
所
得
の
分
配
を
均
等
化 

す
る
方
法
.で
も
あ
り
、
.そ
れ
は
纏
て
生
，產
を
增
大
し
、
勞
働
の
雇
用
を
獷
大
す
る
。
國
家
の
調S

策
を
徹
囘
し
、
ま
た
貨
物
、
資
本
及 

び
勞
働
の
國
際
的
移
動
の
障
害
を
取
り
陬
く
こ
と
は
、
就
業
勞
働
衮
數
を
增
加
す
る
に
役
立
つ
。
.か
く
て
吾
々
の
經
濟
坐
活
を
し
て
彈 

力
性
あ
る
も
の
た
ら
し
め
る
こ
と
、
そ
れ
は
經
濟
的
調
節
の
自
動
作
用
を
摘
當
：に
行
は
し
め
る
と
い
ふ
意
味
に
於
い
て
、
技
術
的
失
業 

に
對
す
る
最
善
に
し
て
、
最
小
の
.負
檐
を
以
て
す
る
救
治
策
で
あ
.る
。

.

.技
術
的
失
業
に
對
す
る
最
善
の
對
策
と
し
て
の
、
著
潘
の
所
謂
自
然
的
方
策
は
、
.ま
た
技
術
.と
經
濟
の
問
題
全
般
に
對
す
る
彼
の
最

後
に
期
侍
す
る
所
で.も
あ
る
。'即
ち
國
民
經
濟
の
內
外
關
係
を
通
じ
て
一
切
の
拘
束
と
制
限
と
を
取
り
除
く
こ
と
は
、.
有
ゆ
る
經
濟
活 

動
を
自
曲
に
す
る
こi
で
あ
り
、
.經
濟
生
活
に
於
け
る
自
動
的
調
節
作
用
が
行
は
れ
る
こ
と
で
あ
.る
。
、
こ

の

條

件

の

T
に
於
い
て
著
者 

は
技
術
と
総
濟
の
發
展
を
期
待
し
得
る
と
な
し
、
前
述
の
技
術
的
進
.歩
の
社
#
的
意
義
が
完
全
^
此
處
に
實
規
せ
ら
秦
る
と
考
へ
る
。 

こ
.れ
を
經
濟
的
に
.云
ベ
ば
、
技

術

の

々
の.肉
體
的
努
力
を
輕
減
し
、i

費
を
®
下
し
、'
.一
般
社
會
の
厚
f

進
め
，
經
濟 

的
發
骑
を
堦
長
す
る
。
技
術
的
失
業
は
單
に

；

一
時
的
な
現
象
に
過.ぎ
な

い

の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
鱅
.て
經
濟
機
糨
の
自
動
的
作
咐
に
依 

つ
て
吸
牧
せ
ら
れ
る
に.至
る
？
ま
た
別
に
著
者
の
会
ふ
所
に
依
れ
巧..技
術
的
進
萊
の
究
局
の
目
的
は(1
)
生
活
必
修
品
の
よb
よ
き
供 

給
、g

人
を
し
て
知
的
生
活
を
可
能
な
：ら
し
め
る
よ
れ
多

 

< の
餘
暇
時
間
の
創
出
、(3
)
人
口
の
％
-;
J
I
!
、
(4
)
諸
國
民
間
に
於
け
る
覇
權
ベ 

の
鬪
爭
.に
あ
る
。

.

技
術
と
經
濟
の
發
展
に
關
し
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
ツ
ワ
ィ
ク
の
右
の
如
き
自
曲
主
義
的
期
待
は
ま
た
次
ぎ
の
如
く
に
表
明
せ
ら
れ
て 

ゐ
る
。
即
ち
彼
の
確
信
す
る
所
に
依
る
と
、「

獨
占
の
.時
代
の
後
に
苒
び
偉
大
な
る
自
由
主
■
の
萆
命
が
到
来
す
る
で
あ
ら
ぅ
、
自
由
主 

義
：の
革
命
は
諸
獨
占
體
に
致
命
的
な
打
擊
を
加
へ
、.
技
術
的
改
良
；の
方
向
と
そ
<0
'眞
0
目
的
.に
變
化
あ
ら
し
め
る
で
あ
ら
ぅ
0
,-旣
に
失 

は
れ
た
伽
人
的
自
由
へ
の
憧
は
將
來
.の
社
會
に
對
す
る
著
者
の
か
く
の
如
.き
罾
自
の
裡
に
最
も
極
端
に
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
.
5

て 

宜
か
ら
う
o
' 

•

最
後
に
、
私
は
本
書
に
對
す
る
多
少
の
批
評
を
加
へ
て
本
紹
介
を
終
ゎ
度
い
と
思
ふ
0

第
一
に
、
本
書
は.技
術
と
經
濟
の
問
題
を
取
り
擧
げ
た
も
の
：と
し
て
は
、
そ
.の
技
術
的
進
歩
に
對
す
る
分
析

的
、

理

論

的

研

究

、
：、
吏

..

ら
に
所
謂
そ
の
社
會
學
的
硏
究
に
於
い
て
は
多
く
の
學
ぶ
.ベ
•き
も
'.の
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
所
論
が
論
じ
て
尚
ほ
不
充
分
で
あ
.る
點 

«|
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.:

を
多
ズ
持
.つ
て
'ゐ
:^
: £

と
:?
>
亦
事
實
で
あ
る
0
特
に
軾
の
.^
も
遺
_
に
感
ず
る
^
は

，

衆

者

が

そ

の

、
序

文

中

に

4 

た

り

レ

も0
は

：
、
：
：
今

日

»
氣
^
内

燃

機

關

セ

：
あ

セ

、

'
、
：>
.當

時

隆

興

：の

織

維

エ

‘業
た
;0
1>
も

：
の
は> 
今
日
+は
茛
火
化
學
エ
業
及
び
電
氣 

•
業
，(electro-technical i

n
d
u
s
t
r
i
e
s
)

b

分

化

的

發

康

で

，
あ

.る」

と
.述
べ
て
、兎
も
角
最
近
の
坐
產
技
術
の
特
微
的!

面
を
稍
i
適
當 

に
言
明
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
.彼
の
源
九
の
裡
に
は
こ
の
技
術
的
發
展
の
特
徵
に
關
す
る
考
慮
は
殆
ん
ど
全
く
重
要
な
意
義
を
以
つ 

..て
示
さ
れ
.て
居
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。.
彼
が
產
業
革
命
以
來
今
日
ま
で
の
時
代
を
、：
そ
れ
以
前
の
技
術
的
發
展
の
時
代
か
ら
區
別

し

て

、 

單
に
機
械
時
代
と
：呼
ん
で
ゐ
る
に
過
ぎ
な
：い
の
を
見
て
.：も

、
：
と
..の
こ
と
..は
明
が
；で
あ
ら
ぅ
P
少
く
と

も

大
戰 

:名
稱
：を
以
0
て
そ
れ
以
前
の
時
代
と
區
別
し
；や
ぅ
と
す
る
も
の
.さ
べ
あ
：0
、
ま
た
化
學H

業

：の

發

展

は

そ

の

技

術

的

設

備

か

.ら

見

て

單 

に

機
«

に

對

す

名

認

識

だ

け

：を

以

0
て

し

，
て

は

不

充

分

で

あ

る

P 

い

ー

り
'

第

-:
に
、
：著

者

は

ぞ

の

麵

論

的

態

度

に

於

い

：
て
、

_補
償
說
か
勞
働
者
解
恥
說
か
に
關rr
る
絕
對
的
囘
答
を
避
け
や
ぅ
と
し
て
ゐ
る
こ 

と
を
暫
ら
く
是
認
し
得
る
と
し
て
も
、
レ
ー
デ
ー
以
後
最
近
に
於
け
る
こ
の
.方
面
の
諸
見
解
を
全
く
考
慮
す
る
所
な
く
過
ぎ
て
ゐ
る
の 

は
、
，吾
.々
を
し
：て
甚
だ
し
：ぐ
失
望
せ
し
め
る
所
以
で
あ
ら
ぅ
0

:
.

、
第
三
に
、
技
術
的
失
業
と
そ
の
補
償
の
問
題
に
於
い
て
、
著
者
の
見
解
は
勞
働
者
^

^
の
購
買
ガ
の
問
®
を

殆

ん

，
ど

全

く

鞞

視

し

去 

つ
て
.ゐ
'る
や
ぅ
で
あ
る
：が
、
そ
れ
が
彼
の
理
論
の
；ー
つ
の
諶
大
な
欠
陷
で
あ
る
。
更
ら
に
先
き
に
特
に
指
摘
し
て
置
、い
た
や
ぅ
に
人
ロ 

問
題
に
關
す
.各
被
の
見
解
は
^
だ
特
異
：で
は
.あ
る
が
、
何
故
に
人
口
の
.增
大
は
：新
た
な
る
消
費
者
の
H-
*
,
mと
し
て
考
へ
得
ら
れ
る
か
。

こ
.の

點

に

關

す

る

序

說

は

不

充

分

で

あ

つ

て

、

人

.を
し
て
首
肯
せ
し
.め
得
る
だ
け
の
理
論
的
根
據
は
.殆
ん
ど
示
さ
れ
て
ゐ
な
いO 

.
，'最
後
に
、
著
苕
は
技
術
的
進
步
ば
集
中
、
獨
占
、
引
い
て
ば
：ァ
ゥ
タ
ル
キ—

へ
の
傾
向
を
招
來
す
る
.こ
と
の
必
然
を
說
き
な
が
ら
、
 

こ
れ
杧
對
し
て
は
全
く
無
カ
に
近
き
自
由
主
義
の
憧
と
期
待
と
を
以
っ
て
秒
ー
か
問
題
を
簡
單
に
處
理
し
過
ぎ
て
ゐ
る
か
忆
見
ぇ
る
。
吾

々
は
寧
ろ
此
處
に
、
恶
し
彼
の
理
論
を
是
認
す
る
と
す
れ
ば
、
資
本
主
義
的
技
術
の
發
痕
の
矛
盾
の
鉱
現
を
^
く
認
識
す
へ
き
も
の
で 

あ
り
、

或
は
ま
た
現
在
の
經
濟
情
勢
に
於
け
る
技
術
的
失
業
の
必
然
性
を
更
ら
に
ょ
り
强
く
歷
史
的
1C
、
a
つ
理
論
的
に
ヵ
說
す
べ
き 

も
の
で
あ
ら
う

と
考
へ
る
。
私
は
、
若
し
彼
の
理
論
を
是
認
す
れ
ば
と
云
つ
た
が
、
全
面
的
に
彼
の
理
論
を
是
認
し
や
う
と
す
る
も
の 

で
は
な
い
。

彼
は
、「

獨
占
並
に
ア
ゥ
タ
ル
キ
ー
の
經
濟
制
度
は
技
術
的
進
步
の
完
全
な
る
停
止
か
、
失
業
の
鞲
成
的
除
去
を
菡
礎
と
す 

る
、
所
有
の
制
度
の
徹
底
的
な
改
造
か
、
そ
の
孰
れ
か
の
選
擇
に
當
面
す
る
で
あ
ら
う」

と
述
べ
て
ゐ
る
が
、
獨
占
と
ア
ル
タ
ル
キ
ー
へ 

の
發
展
の
、
少
く
と
も
今
日
の
狀
態
を
以
つ
て
し
て
は
未
だ
技
術
的
進
步
の
停
止
を
云
ふ
こ
と
は
甚
だ
し
く
早
訃
で
あ
る
。
果
し
て
然 

り
と
す
れ
ば
、
彼
の
理
論
の
他
の
一
半
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
吾
々
は
此
處
に
依
然
と
し
て
技
術
的
失
業
の
悲
觀
的
結
論
に
到
達
し
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
私
の
批
評
の
第
二
の
點
か
ら
も
明
か
な
や
う
に
、

彼
自
身
の
理
論
は
こ
れ
等
の
點
に
關
す
る
、
未
だ
充
分
な
る 

動
態
理
論
の
構
成
を
企
圖
し
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
こ
と
だ
け
は
、
理
解
し
て
，置
く
必
要
が
あ
ら
う
。

——

昭
和
十
二
年
ニ
月
九
日
稿——

.

F. 

Zweig, .Ecnomics and Technology, London. 1936. 
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